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論文審査結果の要旨
本論文は､独自に収集したデータに基づいて､従来の研究では十分に記述されることのなかった､
特に中国語においてはほとんどその研究が皆無であるフィラーの使用に関してその使用実態を詳査
し､日中語間の自然会話におけるフィラーの共通点･相違点を実証的に解明することを目的として
いる｡各言語に見られるフィラーの機能分類･使い分け･使用上の性差の有無に関して考察し､両
言語のフィラー使用の体系的な対照を行ったものであり､日中両言語のコミュニケーションスタイ
ルの特徴を明らかにしている｡
語費･文法能力の高い上級の日本語学習者が自然な会話をする上で欠けているものにフィラーが
あり､それは母語の影響を受けやすい｡本論文は､第1､ 2章で､先行研究の概観から､フィラー
は最近になってやっとその談話管理上の意義が認められ英語や日本語において研究されるようにな
ったことを指摘し､本研究の動機と意義を明らかにしている｡続く3章の｢研究の方法｣では､テ
レビ･ラジオでの会話(各言語計180分)と執筆者自身が採取･文字化した1対1初対面の自然会
請(各言語男女計250分)を研究対象とし､両言語で均質で自然なデータを大量に得て対照分析す
るための方法が詳細に述べられている｡
Ti!
第4章では､日本語における各フィラーの機能や使用頻度およびその男女差に関して､先行研究
の主張を自然な談話データをもとに検証している｡先行研究には少ない談話コーパスを使った実証
的な分析を行った意義は大きく､さらにフィラーの男女差について発話者の性だけでなく対話者の
性が使用頻度に影響するなどの指摘は､社会言語学の分野においても重要な貢献をなしている｡
第5章では､先行研究と本研究の日本語のフィラーの分析を通して得られた知見や培われた分析
の手法を活かして､中国語のフィラーやその性差の分析を実証的に､また日本語との対照的な観点
から行っている｡中国語のフィラー研究とその日本語との対照研究の分野における先駆的研究とし
て高く評価できる｡またそこに見出された､中国語のフィラー使用の男女差に関する新しい知見は､
中国語学のみならず他の言語研究分野へも示唆を与えるものとして意義深い｡
会話の多様な表現のどこまでをフィラーとするかの認定の基準など､今後の課題として残すべき
点もなしとしない｡しかし､本論文の成果は､論文提出者が自立して研究活動を行うに十分な研究
能力と学識を有することを示している｡よって､本論文は､博士(国際文化)の学位論文として合
格と認める｡
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